
けやき学舎 青島さんのお話し   2026.6．13  10 人出席 

けやきコミセン開館までの 7 年、そして軌道に乗るまで、 

中心的に活動されていた青島さんにお話を伺う機会を 

いただきました。    聞き手 玉田襟（立命館大学） 

 

要約 

1. けやきコミセン誕生の原点：ゴミ処理施設問題から始まった市民運動 

• 1970〜80 年代、武蔵野市が焼却場建設を強行しようとしたことが発端。 

• 住民は「勝手に決められること」への反発から立ち上がり、 

反対運動 → 学習 → 建設的対話へと発展。 

• 「コミュニティ条例」を根拠に、市民参加の場を獲得した。 

2. 市民参加を支えた法的・思想的基盤 

• 武蔵野市の「コミュニティ構想」「コミュニティ条例」が、市民が行政に対等に向き

合う武器となった。 

• 学者の理念を、市民が自分たちの言葉に翻訳し、実践へ落とし込んだ。 

3. けやきコミセンの運営哲学：水平性と徹底した対話 

• 「えらい人をつくらない」水平組織。 

• 夜中まで議論するほど、合意形成のプロセスを重視。 

• 受付 2 人体制や特別会計など、独自の運営工夫で自主性を確保。 

4. 建築・デザイン：市民がつくった“親密な公共空間” 

• 建築家・早川氏の協力を得て市民が市と対等に何度も議論しながら設計。 

• 木のぬくもり、素材選び、ギャラリー空間など、細部まで市民が関与。 

• 備品も市民が選び抜き、物語のある空間を形成。 

5. 地域ネットワークとコミュニティ実践 

• 若者を排除せず地域の「茶の間」の精神で関わる。 

• 学生や多世代を巻き込むイベントを継続。 

• 花係・湯呑係など、小さな役割づくりで参加のきっかけを生む。 

6. 今後の展望：大規模改修に伴う閉館期を“再起動のチャンス”に 

• 建物に安住せず、外へ出て活動する姿勢が求められる。 

• 設立期のように、場所がなくても「人」がいればコミュニティは成立する。 

• 現代の生活スタイルに合わせた新しい関わり方が必要。 

結論：けやきコミセンの本質 

• 物理的な建物ではなく、 「自分たちのまちを自分たちでつくる」という市民の意志

と対話文化こそが核。 

• 次世代へ継ぐには、形式ではなく“新しい人を巻き込み続けること”が不可欠。 

 


